
株式会社 電通国際情報サービス

〒108-0075　東京都港区港南2-17-1

エンタープライズソリューション事業部　セミナー事務局　担当：眞後（しんご）

E-mail：g-seminar-es@group.isid.co.jp

TEＬ： 03-6713-7100　FAX ： 03-6713-9902

※担当変更／宛先変更／ＤＭの送付停止をご希望のお客様は、誠にお手数ですが、セミナー事務局までご連絡をお願い致します。

■　お問い合わせ

□　誠に勝手ではございますが、定員に限りがございますので、同業者のご参加は、お断りさせていただく場合がございます。

□　お申し込みはwebエントリーになります。webでお申し込みいただけない場合には、FAXやＥ-mail、

　　 お電話でも承りますので、セミナー事務局までご連絡ください。

□　エントリー受付後一週間以内に、事務局から受講確認のメールをお送り致します。

□　定員がございますので、お早めにお申し込み下さい。定員になり次第締め切らせていただきますので予めご了承ください。

株式会社電通国際情報サービス

製造業のグローバル工場「見える化」実現セミナー
～情報システムの中国展開の具体的方策～

開催日　： ２００７年９月１２日（水）　１３：３０～（１３：００受付開始）

会 場　： 株式会社電通国際情報サービス　品川本社

主　 催　： 株式会社 電通国際情報サービス

協　 賛　： アスプローバ株式会社

参加費用　：　無料　Web事前登録制　

www.isid.co.jp ＴＯＰページの
「イベント・セミナー」を
クリックしてください

お申し込みは
こちらから



AGENDA

保有する個人情報の利用目的に関するお知らせ

弊社では下記のとおり、お客様の個人情報を保有しております。当該保有にかかるお客様の個人情報につ
いて利用目的等をご通知申し上げます。

■電通国際情報サービスが保有する個人情報　 1.弊社社員と名刺交換をさせていただいた皆様の個
人情報 2.弊社セミナー・展示会にお申込頂いた皆様及び、展示会会場でアンケートにご協力くださった皆
様の個人情報 3.弊社のWebサイト等から、ユーザー登録をしていただいた皆様の個人情報
4.一般書店で市販されている職員録、インターネット上で一般に公開されている情報等から入手した個人
情報

■お客様情報の利用目的 お客様に対して、電通国際情報サービス関連のイベント、セミナー、展示会、
製品、サービスなどに関する情報を、Eメール、ダイレクトメール等にご案内する際、お客様の個人情報を利
用させて頂きます。上記利用目的を変更する必要が生じた場合には、法令により許される場合を除き、そ
の利用についてお客様の同意をいただくものとします。

■個人情報の利用停止（情報配信停止）・開示・削除等の手続き 個人情報の利用停止(情報配信停止)・
開示・削除をご希望される場合の手続きは、お手数ではございますが、ご意向内容とお客様の氏名、Eメー
ルアドレスを沿えて、下記までご連絡をお願いいたします。

エンタープライズソリューション事業部　セミナー事務局 　　E-mail： g-seminar-es@group.isid.co.jp　　

■各種お問い合わせ先 本内容につきまして、ご不明な点、ご希望などございましたら下記までお問い合

わせください。

個人情報の取り扱いに関するお問い合せ窓口 E-mail： g-seminar-es@group.isid.co.jp TEL:03-6713-7100

　
なお、弊社は2000年12月にプライバシーマーク使用許諾事業者の認定を受け、個人情報の適切な取り扱
いに努めております。お客様の個人情報の取り扱いにつきましては、弊社ホームページにも掲載させてい
ただいております。株式会社電通国際情報サービス個人情報保護方針

http://www.isid.co.jp/policy/index.html

セミナー概要

※講演内容・プログラムは都合により一部変更させていただくことがございます。予めご了承ください。

休　　憩15:15～15:30

14:20～15:00

日本と中国の各拠点の「見える化」を実現するためのポイント、具体的なソリューションを導入事例を踏まえてご紹介し
ます。

株式会社電通国際情報サービス　高田直澄

グローバル工場連携と「見える化」実現方法

～　SCM失敗と成功の分水嶺　～　
13:30～14:20

www.isid.co.jp ＴＯＰページの
「イベント・セミナー」を
クリックしてください

お申し込みは
こちらから

株式会社　サステナビリティ・コンサルティング　代表取締役　石川　和幸

各工場にはシステムが導入され、個別に業務が回り始めています。しかしグローバルに工場間を連携しコントロールする
ためのコミュニケーション手段、動的な計画連携は進んでおらず、お互いの状況が「見えていない」のが実態ではないで
しょうか？
本講演では各工場をつなぐSCM・計画業務の構築方法を方法論と事例を交えて、失敗と成功の分水嶺がどこにあるのかを
明らかにします。

工場の「見える化」を実現するためのソリューション

～　国内と中国生産拠点との連携事例　～

15:00～15:15

ERPに蓄積されたデータを有効活用し、「見える化」を実現するためのソリューションとしてISIDの開発した製品
「BusinessSPECTRE」をご紹介します。

株式会社電通国際情報サービス　池本仁

SAP連携ソリューションBusinessSPECTRE製品紹介

15:30～16:00

グローバル工場連携を考える上で海外拠点の見える化をいかに実現するかが重要です。
中国におけるASPROVAの導入事例をもとに計画業務の見える化の実現のPointをご紹介します。

ISI-Dentsu of Hong Kong, Ltd　宮本快平

中国ASPROVA導入事例紹介

～　計画業務の構築事例　～

16:00～16:30

グローバル工場の「見える化」においてリアルタイム連携は大変重要です。一方で計画業務において生産スケジューラの
ニーズは高く、基幹システム（ERP）との連携をいかにして実現するかがリアルタイム性に大きく影響します。
今回、ERPとスケジューラ連携のPoint、具体例としてBusinessSPECTREを活用したASPROVAとの連携ソリューションをご
紹介します。

株式会社電通国際情報サービス　安田裕基

BusinessSPECTRE for ASPROVA

～　ERPとスケジューラの連携　～

16:30～16:50 ASPROVA紹介

16:50～17:00 Q　＆　A


